
第１１４回 広島数理解析セミナー （２００７年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.114

日時 ： １２月２１日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 北　直泰 氏 （宮崎大学）

題目 ： 非線形消散項を持つシュレディンガー方程式の解の漸近挙動

　

要旨 ： 今回の講演は下村明洋氏（首都大学東京）との共同研究である．取り扱う問題

は非線形的な消散効果を伴ったシュレディンガー方程式の初期値問題で，その

解の長時間挙動について得られた結果を報告する．

　非線形シュレディンガー方程式は光ファイバーを伝播する信号の振る舞いを

記述するモデルと言われており，今回の発表で紹介する方程式は電流発生によ

るエネルギー散逸を取り込んだモデルになっている．非線形シュレディンガー

方程式については，これまで消散効果を取り入れない場合で解の L∞ ノルム

の減衰オーダーや漸近挙動等がよく調べられてきたが，消散効果を付与するこ

とにより非線形性が L∞ ノルムの減衰オーダーに陽的に反映されるようにな

る．そこで今回の発表では非線形項のベキに応じた解の L∞ 減衰と漸近挙動

に焦点を絞って話を進める予定である．
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